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現代の村落における農家経営の特質と家の生活関係

一宮城県三本木町新沼地区下宿部落の事例-

Farmings'Managements and Farms'(Ies') Life Organizations

in Hamlet("Mura") of Today

-A Case Study of Shimoshuku, Niinuma, Sanbongi Town

in Miyagi Prefecture-
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Today rural districts were rapidly changed by urbanization or de-farm etc. Sanbongi town

in Miyagi prefecture is above all changed by the constructions of Tohoku Highway or Tohoku

New Railroad and the extension of a big company (YKK). How is the hamlet (…mura") con-

siderd to be in the rapidly changing rural districts?

In the "Shimoshuku Buraku" which we treated as a case study here the hamlet (``mura") is

not considered in common farming labors or institutions of hamlet self-government ("burakukai").

Because farms'productive relations are not su付iciently understood by this respective. It is

ascertained that the hamlet ("mura") is considered to be a strata of farms'("ies'") life organiza-

tions in the ``Shimoshuku Buraku"

開通している。そればかりでなく. YKK東北工場

那,昭和49年から三本木町で操業を開始している。

大企業の工場をかかえるのは,宮城県北部にあって

三本木町のみである。

それでは,このように激しい変動を被っている三

本木町の農村地帯にある部落は.一体どのようにな

っているのだろうか。村落はいかなるものとしてと

らえることができるのだろうか。本稿は.このよう

な間頗意識の上にたって,激しい変動下にある如落

をどういう方法によって,一体いかなる村落として

把握することができるのか,宮城県三本木町新沼地
.ヽ

区下宿部落を事例にとって考察してみようとするも

のである。

Ⅲ　地域の概況と地域農業の特質

1調査対象地の概況

宮城県三本木町は,仙台市の北約35km,大崎耕土
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I　は　じめに

こんiこち,農村が兼業化の進展.非農家の来任等

によって著しく変貌していることは周知であろう。

宮城県の三本木町は,宮城県北部の水稲単作地帯に

あって.とりわけ変動が激しいところである。東北

自動車道が昭和48年に,東北新幹線が昭和49年に用

地の買収が終わり・,それぞれ昭和51年と昭和57年に
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2.地域搬業の特質

まず,鹿家数の推移をみておくと,三本木町と新

沼地区のいずれとも漸次減少傾向にある(衷1)。専

兼別に分けてみてみると.急速に減少していた噂業

衷1孟宗芸芸孟び新沼地区における　諾

問
(農林業センサス)

の南端に位催している(図1)O三本木町は, I朋n55

年10月現在で経営耕地総面積1,429haのうち水田化

率93.1%という典型的な水稲単作地帯をなしている。

現在の三本木町は,昭和30年に旧三本木町と高倉

村の一部(新沼地区の五部落).そして下伊場野村の

一部が合併してできたものである。 1980年10月1日

現在で,三本木町の世帯数は2,023戸,人口は8,465

人,結集家教975戸,農家率48.2%となっている。

さて,新沼地区は藩政時代には新沼村として存在

し,明治21年に高倉村に合併されている。その後昭

和29年に高倉村が古川市と合併するにおよんで,節

沼も一時古川市に編入されたが,新沼は一部落を除

いた残りの五部落が分村運動を起こして翌年三本木

町と合併している。

三本木町には鳴瀬川と多田川の二つの川が井流し

ているが,高倉地区は鳴瀬川の水を利用した水稲単

作をはやくからおこなっている。高倉村は明治25年

10月に「上川原土堰普通水利組合」を二郎にわたる

二町-村九大字で結成している( 「志田郡沿革史」)。こ

の頃近隣のほとんどの町村でも水利組合が広域にわ

たってつくられている。こうした事情により,新沼

の農家は旧高倉村の一部として古川市島協高倉支所

に属している。

下宿部落は新沼地区にある五部落の一つで.昭和

56年2月現在.世帯数59戸,人口286人である。このう

ち農家は47戸,農家率80.0%,平均反別1.56haである。

図1　調査対象地の位促
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増加がみられる。 75年から80年にかけて三本木町お

よび新沼地区における肉用牛の飼養実農家数と飼養

頭数をみると,三本木町全体では86戸から88戸にわ

ずかに増えたが,飼養頭数は246頭から529頭と倍以

上に増えている。新沼では7戸から10戸に増え,飼

養頭数が25頭から110頭と4倍以上も増えている

(r農林業センサス」)。このように複合経営の途を酪

農に兄い出し,経営の拡大を図っている農家がある

ことは注目される。下宿においても, 5.0ha以上の

経営規模をもつ2軒の鹿家が75年と76年から酪農を

始め,現在当初の4倍くらいの頭数を飼っている。

つぎに集機具の導入状況を表3からみておきたい。

トラクター・耕転機などは早くから導入されている

一方で,田植機・コン′,'イン・乾燥機などは70年以

降急速に導入されてきたことがわかる。下宿部落に

おける農搬具の導入状況についてみると, 0.5ha以下の

経営規模の農家が一台も魚搬具を所有しておらず,委託

(水管理を除く)に出している。 0.5ha以上1.0ha未満の

農家数が75年以降増加していることがわかる。これ

は,罪-種兼業廉家が第二種兼業幾家-と依然とし

て移行している家が多い一方で,噂業に若干移行し

た家がみられることを表わしている。

そこで,さらに経営規模別農家数の推移を表2か

らみてみよう。三本木町全体では,とりわけ65年以

降, 0.5ha以上で2.5hc未満の経営規模の幾家数が

減少していることがわかる。その一方で, 0.5ha未

満と3.0hc以上の経営規模の農家数で増加している

ことがわかる。新沼地区では, l.Oha以上から2.0

ha未満の経営規模の農家数が減少している。こうし

た偵向は,複合経営をはかったり経営規模を拡大し

て専業-の途を選んだ農家がある一方で,中層農が兼

業化-の途をより一層進めたことを示している。そ

の背景として　YKK東北工場(従業員7∝)余名)那

74年から操業を開始し,多くの人が常勤として雇

われていることがあげられる。

ところで,複合経営として酪農(肥育牛など)の

表2三本木町および新沼地区の経営規模別解放　　　　　　洛

(農林業セシサス)
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表3　主な裁機具の導入(個人有)

(農林業センサス)

営規模の農家3軒が含まれる。とりわけ5.011a以上の

⑬と⑬は酪農を75年と76年から相ついで始め,現在当

初の4倍くらいに肥育牛を増やしている。この2軒の家

では,世帯主は稲作,あととl)は酪鍵とオペレータ

ーという分担ができており,労働と兼任を分けあっ

て経営している。また, Iの3軒とも受託して経営

の拡大を図っているが,この点は東北自動車道の建

設に伴って藤池がn収された(⑳と⑳の2軒が40a

ずつ)のに伴い.その代替地を購入していることに

も窺われる。また, ⑳と⑬は本家別家の関係にある

が,あまり使用しない小さな農機具を双方で共同所

有し使用している(表5)。さらに, ㊨の場合廉協の

酪農部会の人々と--ベラー(わらを集める機械)

を数人で共同所有して用いている。このようにみてく

ると,階層Iの家は世帯主とあととりが分担して経

営を担当し,複合経営の拡大を図っている(⑳の場

合.その点からすると労働力が十分燃焼されていな

い)。そのために受託して経営を拡大する余裕もより

一層生じている。農機具の共同所有にしても,共通

の利害がある限りにおいて同程度の経営規模の焦家

と結んでいる。 ⑳と⑳は互いに近隣に居住している

那. ⑬は第-別家である⑬と小さな煉機具を共同所

有している。この点は注目される。

なお,農業経営の拡大を志向するIの農家は,あ

ととりが旗業高校を出ており, ⑬と⑬のあととりは

新たな勉強(水はけの悪い田地においても収律のあ

がる野菜)にとりくんでいる。

つぎに,階層口をみてみよう。このrlには放家に

よっていろいろな経営の姿勢がみられる。まず,受

託して経営の拡大を図っている鹿家からみてみよう。

受託している農家は, ⑩, ⑥, ⑩, ⑩, ㊨, ⑳の6

注)ノくインダーの1970年度は不掲載

経営規模の農家は,ほとんどが農具を一部共同所有

している。反対に, l.Oha以上の経営規模の農家は

いくつかの場合を除いて大半を個人で所有している。

以上から,地域農業の特質を整理すると,水稲単

作地帯ということで旗機具が広範に普及しているこ

とがわかる。さらに,土質の関係から畑に田を換え

ることがむずかしく,複合経営として酪幾が一部の

上層廉にとり入れられている。また,専業農家が若

干増えている一方で.中層典から零細鹿にかけて兼

業化がより一層進展をみせているのが窺われる。

Ⅲ　経営階層別にみた農家経営の特質

下宿部落において幾家がそれぞれどのように農家経

営を営んでいるのかをみるために,経営規模を階層

化して珠美経営の特徴をみることにしたい。表4に

みるように,経営階層を4つに区分してみた1.)階層

Iは, 4.0ha以上の経営規模を有し,受託して経営

の拡大を図っている専業集家層である。階層Ⅲは,

経営規模が1.5ha以上で4.0ha未満の兼業鹿家層であ

り,なおかつ集機具を個人で所有している農家であ

るO　階層mは,経営規模が0.5ha以上で1.5ha未満の

兼業農家層で,幾機具の共同や借用によって,ある

いは委託によって典薬を営んでいる農家が支配的な

屑である。最後の階層Ⅳは,水管理を除いて全面委

託に出し,自分たちは旗外労働に働きに出て行き.

廉機具を所有していない零細層である。以上のよう

に,経営階層を区分できるように思われる。そこで,

つぎに経営階層ごとに腹業経営の特徴をみていくこ

とによって.農家経営の個々の特質を考察していき
たい。

まず,階層Iであるが,このIには4.0ha以上の経
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(面鎌の単位=アール)
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衷4　経営階層別幾業経営
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注)家族形態は,夫婦家族を],政系家族をIIで表わし,さらに性帯主

もしくはあととりに独身の兄弟がいる場合を・で示している.また,
香は水管理を除く委託を.塵は部分作業委托を表わしている.受は
水管理を除く受託を,団は郎分作業受託を表わしている. (経営併

地面横はr住民台帆,その他は,昭和56年2月現在の間きと-))
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表5　泉機具の共同所有の状況

部落

内外
& 」 階 層 関 係 農 撤 具

現

荏

の

共

育

部 ⑬ー㊨ I ー I 本 別 家 精米臥 もみすり乳 土をこなす搬城等

落 ⑳ー⑳ー⑳ Ⅲーin- ni 本 別 家 田植軋 コン/1.イン, 乾燥機. 脱穀機

内 ゥーゥ hi- ni シ ン セキ 田植機

外

⑳ u 牡 の 姉 耕 短 観
㊨ n 世 の 弟 育

㊨ 班 性 の 姉 ′、- ベスター

過
部
⑬- ⑨ u - m 本 別 家 耕 転 機

①ー⑳ Ⅲ- Ⅲ 本 別 家 田 植 搬

去 落 (a)- ゥーョ n - m - n 本 別 家 コン′くイン

の 内 ゥーョー@ Ⅲ- Ⅲ一 口 イトコ. トナリ 田 柄 搬

共 ⑭ー⑳ n - n ト ナ リ 桝 転 機

有 @ - ョ n - n ト ナ リ 散 粉 搬

外 ㊨ 描 性の妻の姉 ′、ーペスター

(昭和56年2月現在:聞きとI))

軒あり,うち⑥と⑩は部落外の家

(それぞれイトコと世帯主の姉の家)

から受託しているが.残りの4軒は

部落内の農家から受託している。 ㊨

は別家の⑬,から水管理を除い・て全面

受託し, ⑩はインセキの⑳と⑳の部

分作業を受託し, ⑳はトナリの⑳か

ら水管理を除いて一部を全面受託し

ている, ⑳は⑯ (⑳は⑱に宅地を分

与)から水管理を除いて全面受託し

ている(表6)。

反対に委託している煉家は⑳, ⑬,

⑳の3軒ある。!⑳の世帯主は獣医を

しており.あととりも獣医学部を出

てし.、るが農協に勤めていることから

委託に出している。 ⑳は商店をやっ

ており,あととりもYKKに働めて

いることから⑩と上宿の家(田トナ

リの家),農業委員会に分散した田

を水管理を除いて全面委託している。

⑬は減反の関係上嫁の実家に10a水

管理を除いて全面委託している。

共同で農作業をやっている農家も.

ある。衷7にみられるように, 6つ

注)ほかに◎は蝶の実家と種蒔き機(育苗用)を共同所有している.

世は世帯主を衷わ+.

衷6　受委託の関係

委絶 している家 受託 してい る家
受委託の関係

部分委託ない し

全面委託世帯番号 階煽 世帯番号 階層

㊨ . ‖ ㊨ 描 ト ナ リ 水管理 を除いて

一部 を全面委託

′′⑬ n - 嫁 の 実 家

㊨ m ⑬ m 田 トナ リ ′′

㊨ n′ ⑬ ffl 世 の妻の実家 代か き

㊨ IV ⑩ Ⅲ ? 稲 刈

㊨ Ⅳ ㊨ I 田 ト ナ リ 水管理 を除 く

全面委託

〟⑳ V ⑲ Ⅲ 本 別 家

② V - - 性の妻の実家 ′′

ョ V ⑬ 1 田 ト ナ リ ′′

㊨ Ⅴ - - . (上宿)●田 トナ リ ′′

㊨ V ⑮ I 旧地主小作 ′′

⑯ V ㊨ 刀 ⑳ が⑳ に土地分与 ′′

㊨ Ⅴ - - (上宿), 本別 家 ′′

㊨ V - - (上宿)●シンセキ ′′
㊨ Ⅴ - -

嫁 の 実 家 ′′

㊨ Ⅴ ㊨ I 性 がイ トコどうし ′′

′′㊨ V - -
(上宿)ー旧地主小作

注)部落外から受托している懐は.⑥と⑳の2軒.なお,相手は⑥はイトコと⑳

は世の姉である.受托している家の-は部落外であることを示す.

なお.齢ま世帯主を表わす.　　(昭和56年2月現在:聞きとり)
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ばかりでなく,旗機具の共同(㊨, ㊨,㊨)や借用

(㊨, ㊨)によって,さらに農作業の共同(㊨, ㊨,

㊨, ㊨, ⑫)によってそれらを図っている鹿家があ

る(表4-表7)。それゆえに,東北自動車道の建設

に伴う用地買収によって8軒の農家が農地を減少し

たわけであるが,その代替地をもとめた鹿家は1

軒もない。ただ,売った資金を元手に下請会社を⑳

が75年から始めている(⑳も資金援助している)。

Ⅲ層の場合,会社を経営している家が2軒ある。

1軒は⑳で,戦前から土木業に従事し,戦後事業と

して本格的に始め,現在2代目が跡を継いでいる。

もう1軒は⑳で, ◎の会社で働いていたが,前述し

たように新たに土木建築の下請会社をつくり事業を

始めている。 ⑳は現在老人単独世帯で,あととりは

隣の部落で土木建築の会社をおこなっている。 ⑳は

あととりと彼の息子,それにあととりの末の弟が会

社の仕事に従事している。

⑳の会社で現在日雇として働いている人のいる家

は,⑨,㊨,㊨,㊨,㊨,㊨,⑳の7軒である。世

帯主が働いている家が⑨, ㊨, ㊨, ㊨, ⑳の5軒で,

他の3軒の場合あととりが働いている。しかし,い

ずれの人も勤め始めてから長く, 15年から25年ぐら

い勤めている。

⑳の会社には③の世帯主とあととり, ⑥の世帯主,

⑩, ⑬, ⑩, ⑩, ⑳のあととり,それに⑳の世帯主

が働きに行っている。以前旗外に出ていなかった人

(⑲, ㊨)やよそに勤めに出ていた人が勤めを変え

て働きに行っている。 ⑳に勤めに行っている家は⑳

を除いてⅢ層の家である点は注目される。他方, ◎

にはⅢ層からⅣ層までほぼ均等に勤めに行っている。

以上のように, Ⅲ層の鹿家は委託や農作業の共同,

表7　農作業の共同関係

注)ほかに⑳が⑳ (⑳の娘,非農)に手伝ってもらっている・

なお,過去の共同作業については省略.

(昭和56年2月現在:聞きとり)

の場合があり,それぞれトナリ関係や旧地主小作関

係などで結ばれている。

また,表5からかって鹿機具を共同していた農家

が最も多いのもこのⅢ層であることがわかる。そし

て,東北自動車道の建設に伴って農地が買収された

8軒のうち1軒(㊨)を除いて代替地を購入してい

ない。ただ⑳は1.7haを失い,その資金6千万円を

元手に古川市にアノ1.1トを14軒建て,ア/'-トの

経営にのり出している。従って, ⑳の場合,現在良

薬経営とアパート経営をおこなっているといえる。

以上のように,階層Ⅱにおいては,受託によって

経営の拡大を図っている農家もあれば,委託に出し

兼業に重点を置いて生活をたてている家もある。ま

た,農作業の共同をトナリ関係や旧地主小作関係を

介して結び労力の省力化と経費の節約を図っている

農家もある。このようにⅢ層においては,幾家によ

って多様な経営形態をみせている。そして,そこに

はやはり世帯主とあととりとが協力して家族が一つ

になって経営をなしている姿がみられる。つまり,

兼業しているⅢ層の幾家は,あととりの旗外就労を

前提としつつ世帯主あるいはあととりの妻が家族周

期によって泉外に働きに出ている。ただ部落内に役

職をもっている⑬, ㊨, ⑤, ㊨, ⑳は,世帯主が島

外に働きに出るわけにいかずこの限りではない(部

落内の役職は全員Ⅲ屑である)。 Ⅲ層は,鹿家個々の

事情や考え方によって様々な経営形態を示している

のである。

つぎに,階層皿をみてみよう。 Ⅲ層の幾家は,全

戸兼業に重点を匿き,生活を島外就労によって支え

ている。 H層の平均兼業従事者数が1.9人であるの

に対して, Ⅲ層のそれは2.5人である(老人単独世帯

の◎を除いて計算している)。このように, nI層の農

家はⅡ層より一層兼業に依存した生活となっている。

家族周期によって相違するが, Ⅲにおいてもあとと

りの農外就労を前提としつつあととりの妻が盤外就

労に出る場合が多く,それに世帯主もしくはあとと

りの子供が廉外に働きに出ている。

Ⅲ層の鹿家は,このように兼業にたよって生活し

ているため,廃業経営の姿勢としては労力の省力

化と経費の節約とがⅡ層以上にもとめられることに

なる。　委託に出す鹿家が3軒(㊨, ㊨,㊨)ある
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土建会社を経営していて,そこに下宿の幾家の方々

(非幾家が12軒中1軒ある)が働きに行き,県外労

鰍こつく機会を得ていた。農家個々の搬家経営は,

階層ごとに異なった鍵業経営の姿勢を示しつつ,廉

家個々の家2'の結合.あるいは,地縁性に基づく個

人どうしの結合によって成り立っていた。

そこで,つぎに部落会とこうした鶴家経営のあり

方がどのように関連しているのかをみていきたい.

こんにち.下宿と上宿とは行政的に区別されてい

るが.高倉村当時は宿として一つになっていた。そ

して.宿が上組と下組とに二分されていた。

現在の下宿には八つの班があるが.戦後だけをみ

ても何回も班の編成変えをおこなってきている。な

お,ユイは一部の人々が上宿とおこなっていたのを

除いて.ほぼ近隣の家と結んでいる。各班には班長

が1名おl).毎年交代で行政からの文書配布等をお

こなっている。また,各班から代表者が1名ずつ集

まって,部落役員を選んでいる(代表者には部落の

ことをよく熟知している人々が選ばれている)。

昭和56年2月現在の役員は,区長が⑬,興駿組合

長が⑤.副区長が⑳,会計が⑰,監時が㊨, ⑳であ

る(なお,昭和57年4月から,区長が⑤.興銀組合

長が⑳,副区長が⑰,会計が⑳,監事は変わらず,

というふうに変わっている)。役員が全員n層である

ことがわかる(l屑は.町議会議員を㊨と⑳の世帯

主が, ⑬の世帯主は消防団の後援会の会長をそれぞ

れしている)。

Ⅲ層からなる役員がどのように部落を運営してい

るのだろうか。下宿では新年会が総会の場になって

いた。それを昭和55年から分離しておこなうように

した。新年会での飲食経費は部落の運営費でもって

いるほか,役職をもっている人が酒をもってきてい

る。

ところで,昭和55年度の部落運営費の収入の内わ

けをみると,維持費として毎戸5(泊円(昭和57年度か

ら1,∝X)円),反別割りとして1反につき35円,そし

て農協から座談会費として1戸につき3(泊円(計45,0

㈱円)の収入があるほかは,すべて上川原堪土地改

良区および町行政からのものである。この両者から

の報償金や助成金などが,総収入(約120万円)の中

で大半を占めている。なお,用水の柵柵は昭和55年

農機具の共同や借用によって農業経営面における労

力の省力化と経費の節約を図り,兼業に重点を置い

ている。そして,このⅢ層に土木建築の小さな会社

を経営している焦家があることは.ほかの階層には

見られない特徴である。

最後に,階層Ⅳにうつろう。 Ⅳ層の幾家は,全戸

委託(水管理を除く)に出していて,搬機具は一切

所有していない(表4,表6)。受委託の関係を衷6

からみると,田がトナリあう関係が4軒.旧地主

′ト作関係が2軒,本別家関係が2軒,仕帯主の妻も

しくは嫁の実家が5軒,イトコもしくはシンセキが

3軒,トナリ関係が1軒等である。これらをみると,

世帯主の妻もしくは嫁の実家と受委託している場合

が最も多く,ついで田がトナリあう関係が多い。ま

た,旧地主小作関係もしくは本別家関係の家をあわ

せると5軒と,これも多い。これら三つの関係が受

託をくむ上での主要な関係といえるだろう。

Ⅳ層の農家の場合,農外就労に出る続柄はⅢ層と

同じことがいえる。しかし, Ⅲ層に比べて,自営を

している②と⑩を除いた全戸とも複数名が常勤で幾

外に働きに行っている点は特徴的である。このよう

に委託に出して自分たちは島外に働きに出ているわ

けである。そのなかには農地を手離して脱焦したい

意向をもっている家もある。また, ②のように子供

たちがすべて他出し,あととりがいない家もある。こ

のようにみてくると,農家個々の事情によって脱蝕

する家が次第に現われてくることが予想される。し

かしながら, Ⅳ層の農家においても直系家族の形態

が依然として支配的であることに注視しないわけに

はいかない(表4)。

Ⅳ　下宿の部落会の性格

さて,以上.下宿部落の農家の農業経営を経営規

模別に四つに階層化してその特質をみてきた。と同

時に,各層の鹿家が島業経営を-おこなうにあたって

いかなる生産関係を結んでいるのかをみてきたわけ

である。その結果,下宿の農家は個々に本別家関係や

旧地主小作関鼠　あるいはトナリ関係,田がトナリ

あう関係等によって,互いに農機具の共同所有や農

作業の共同をおこなったり,受委託をおこなったり

していた。また,下宿では経営規模の小さな農家が
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「住民の創意工夫と共同作業による身近な生括環境

整備活動の実練を展示し,今後の農山漁村地域のよ

りよい生活環境醸成に資する&:ことを目的としてい

る。図2にみられるように,この事業は五部落ごと

にそれぞれおこなうしくみになっている。まず,昭

和53年度は「生活環境診断カルテ作成及び推進体制

づくり」である。危険な場所や不衛生な場所,歩行

不便な場所をチェックし,防犯灯や消火栓,カーブ

ミラーなどの必要性をチェックするのである。そし

て翌年「カルテに基づき改善構想の樹立」をつくり,

3年目に「住民の自主的な実践活動の推進」によっ

て生活課増の解決を図る計画になっている。

下宿ではこうして簡易ゴミ焼却炉,ゴミ集積所.メ

ス待合所,カーブミラー.防犯棟粒をつくっている。

この事業の総鰍ま300万円であるが,下宿には30万

円が割り当てられ,これらの設備の資財費になって

いる。下宿ではこれらの設備は推進員がつくってい

る。推進員には「なりてがなくて役員があたった」

という。区長をはじめ四役と⑲の嫁. ⑳の世帯主の

妻の計6人が推進員になっている。上記の設備はこ

れら推進員がっくっているが,rl日そとに働きに出

れば5(X沿円ぐらいはとれるのだからタダというわけ

古
川
y
i:s
改
m
r.T-71=1及
所

かみしt.

から春1回下宿部落を上下に分けて幾家だけがおこ

なっていたが(欠席料1,α)0円),その報償金も部落

の運営費にくみこまれている。

他方支出の内わけをみると,婦人学級,日赤募金

公衆衛生,散粉機(家庭消毒),赤い羽根,防犯協会

(負担金)の一括支払い,そして新年会の経費.公

会堂の借料などがある。支出の大半が行政関係や部

落全戸のためのものに当てられている。部落の運営

費をみると,部落会が行政機関の末端機構の役割を

担っていることが窺われる。つまり,部落会が募

金などを一括して主に農業関係からの報償金や助成

金などで支払うしくみになっている(非農家は年間

500円出せばよい)。しかし.こうした側面とは反対

に,減反の割当ては各農家ごとであって部落の話し

合いにまかされてはいない。

ところで,新沼地区は昭和53年から3年間宮城県

の「生活環境改善対策事業」のモデル地区に指定さ

れているが,そのさい下宿部落はどのように対応し

たのかをつぎにみていきたい。

この事業は, 「近年の急速な集業の近代化,兼業化

の進行」に伴い　r集村地域の連帯感に支えられた環

境保全権能の低下をもたらし」ている現状にあって.

⊂男⊃
中
谷
也
部
落
住
氏

下
沖
郎
描

住
氏

上
沖
郎
ft
住
氏

下
宿
部
落
住

氏

上

宿
部
m
住

氏

図2　推進体制
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の人々の対応は,部落全体の利害に基づいていたの

ではなく,個々の家の利害に基づいていたといえる。

行政サイドは部落に対する助成金の給付や募金の

購入,あるいはモデル事業にみられるように,部落

会の機能を最大限生かす方向を打ち出している。し

かし,下宿にみられたモデル事業-の対応は,地区

をより住みよくするために役員がとり組んだにすぎ

ず,住民が一致協力してとり組んだのではないこと

をものがたっている。

部落会は欠席すると一戸100円徴収されることに

なっている。非農家があまり出席しない上に加えて,

経営規模の小さな零細典も出席率がよくない。欠席

料を徴収するに至ったこと自体が(実質的にはあま

りまもられていない)部落会が十分機能しえなくな

っていることを象徴的に表わしているといえよう。

Ⅴ　下宿における生活関係

以上みてきたように,下猫の部落会は各家のそれ

ぞれ独自の利害を反映したものになっている。それ

は,下宿には部落全体にわたる生産組織がなく,農

家個々に形成されている生産閲係があるだけにすぎ

ないことと切り離して考えることはできない。と同

時に,農家が階層によってそれぞれ異なった農業経

営の途を歩んでいる事実をその背景の中に見ておく

必要があるだろう。それでは,下宿の農家はどのよ

うな生活関係を結びつつ鹿家経営にとりくんでいる

にはいか」ず. 1日1人当り35α)円もらうことで設

備をつくっている。延べ32人分費用がかかり,その

ため一律毎戸2000円を徴収している。このような経

過をみてくると,この事業がはたしてどれほど下宿

部落の人々の「創意工夫と共同作業」によるものか

問題になる。ある日の話し合いには,下宿の公開堂

に59戸中24名が参加していたが,阜こであがってい

た問題は,はやくもすでに焼却炉がゴミ捨て場と勘

違いされていて,ゴミが散らかって捨てられたり,

生ゴミが捨てられていることであった。全員が部落

のことを優先して考えているのではなく,自分の家

のことを優先して考えている。モデル事業-の下宿

部落の人々のとり組みをみていくとこの点が浮きぼ

りになってくる。

自分の家のことを部落以上に優先して考える点は.

昭和48年に用地買収が終わる東北自動車道の建設に

最も典型的に表われている。下宿では廉地と宅地の

それぞれに分けて地権者会をつくっている。しかし,

地権者会は何らの働きをみせることなく,実質的に

日本道路公団が戸別に用地買収の交渉をおこなって

いる。そのために家によって1反当りの値段が異な

っている。土地を売った家の中には「生涯建てられ

ないと思った家をつくることができてうれしい」と

喜ぶ家もある。一方,土地を売ったわけでもなくす

ぐ近くに道路ができたため騒音と震動に困っている

家もある。東北自動車道の用地買収にみられた下宿

図3　契　約　謙
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規模の比較的大きな農家が講長を勤めているの一に対

して, 「家中諦」の場合経営規模に関わりなく年齢

順に維長を勤めていることである。それから, 「家

中沸」には共同山林が20aあるのに対して, r六親

講」は共同山林をもっていないことがあげられる。

戦前山林をもっていたのは, ⑤が12ha⑳がIha (戦後⑳

と共同で2ha共同所有),そして⑬が⑥と⑭の3軒でlha

所有していた。以臥「家中謙」では親木全と称

して毎年4月に草刈りをおこなっていた。出役しな

い家は3.0C氾円罰金が徴収された。しかし,いまは

山林の使い途がなく荒したままになっている。

契約柵の意義についてはすでにはやくから指摘さ

れてきたが,下宿においても農民の生活にとってき

わめて大切なものであるばかりでなく,厳格な集合

時問を有する契約講の会合は講員たちの一体性と共

同性を感じさせる場であることが依然として窺われ

る。

世帯主の契約講に比べてほかの講はだいぶ崩れて

いるといわれているが,それ以外の講にどのような

ものがあるのだろうか。まず男性の講からとりあげ

てみると, 「改造頼母子講」と「親和会」がある

(衷8)。これらは戦後すぐ共同で貯金をし,その金

で屋根を抽選で交互に葺いていく集団であった。と

衷9　観音謙・貯金郡・山の神鍬こ
参加している家

辛
(昭和56年7月現在:聞きとり)

のだろうか。

下宿には世帯主層の契約誰が二つある。一つは

「家中講」もう一つは「六親綿(鍬柄)」である(図

3)。どちらにも加わ?ていない家が12軒ある。農家

であっても⑳と⑳の2軒が加わっていない。他方,

非鹿家であっても⑦と⑳は加入している。この2軒

では葬式をおこなう上で加入する必要があったとい

えよう。

r新沼宿下組六親講規則」 (昭和2年改正)によ

れば,講員は生活の全般において「一致共同J L協

力することが説かれている。しかし,こうした生活

全般にわたる協力は戦後崩れ,葬式組の機能だけが

継承されてこんにちに至っている。

両方の講とも年2回春と秋に回り宿で名簿の引き継

ぎと飲食会がもたれている。 「六親講」は3人ずつ,

「家中講」は2人ずつ当番になって順繰りに宿をひ

らいている。この時には遅刻してはならず.遅刻す

ると罰金が課せられている.世帯主の意鼓にはこの

点は厳格なものとして現われている。葬式の時講長

が葬儀委員長を勤め,かつぎ手や穴掘り人などは統

計の表から平等になるように経がその任を勤めるか

決められている。

両方の講における相違は, 「六親許」の場合経営

表8　改造頼母子紳・親和会に参加している家

=章二享i=-;*芋馨享
注)世は牲帯主を,あとは　　　　　(昭和56年7月現在:聞きとり)
あととりを表わす.
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と年雇の2軒の(!!1で回;)宿をおこない精進料理を食

べ,年1回旧暦の6月にお祭りをしていた。この時,

⑤の家から裏の氏神神社に行くまで持っていくお幣

束やぼんぼり,御秤酒.ご神誰などは誰が何を持つ

かは別段決まっていなかったという。これは現在も

決まっていない。担=)猫がなくなったのは,楢にあ

たった家に不幸があL),これが二年程続いてなくな

っている。それが昭和35年頃であり.それからはず

っと⑤の家で飲食している。

表10は,以前回り宿をしていた家と現在新たに参

加している家をあげたものである。新たに参加して

いる家と⑤との関係をみると,いずれもジジが新た

に参加してきているが,本人の希望で参加している

人が3人,トナリ近所で参加している人が3人,世

帯主の親が戦前年髄をしていた人が2人などとなっ

ている。このように,新たに参加した人と⑤との関

係は様々あるが,基本的にはジジが個人的な希望か

ら加わっている形と近隣であることから加わってい

る形とに大別できるように思われる。

っぎに, ⑳が昭和56年におこなった法事を例にと

って呼んでいる家の関係をみておこうO　表11にみる

ように,本膳のみに世帯主が呼ばれる家とさらに性

荷主の妻が手伝い(ここでは「ナイショ」と呼んで

いる)に来る家とに分けられている。こうした区別

について,互いに同じ扱いをすることにしていると

衷10　⑤の精進誹-参加する家

*A<o^M

*A^^rM

IoMfcfcLTV'5
En HHH

闘E　凹Ha:iii;門m&si

(昭和57年5月現在.:聞きとり)

ころが,現在はもはやこのような目的はなくなり,

代がわりした家もあって親睦をはかるために毎年旅

行に行っている。旅行には行っても行かなくても毎

戸1万円は出さなければならず,また年1回秋に飲

食会をひらいている。

女性の綿としては姑に　r観音誰」と「貯金維」が,

嫁に「山の神誰」がそれぞれある(表9)。 r観普請」

はお寺に年2回春と秋集まり,観音様をおがみ精進

料理を3人ずつ当番で交互につくり飲食している。

最近, ③のバノてが亡くなったのを機に⑪のパパが加

わっている。 r貯金講」は昔r山の神訴」の成員だっ

た人たちが当時貯金したお金で旅行に行っている集

団である。これは旅行を楽しむ集団になっている。

「山の神講」は二つあり,それぞれ別個に活動してい

る。これは,一方がお赤飯と玉子酒をつくってもち

よる当番が順繰りにあり,子宝と安産を願って年2

回回り宿でおがんでいる。もう一方は,おがむ一式

をもって旅行に行き,そこでおがんでいる。 「山の

神講」 -の加入は,姑がぬけると塚が加入するもの

で成員は限られている。しかし, ㊨の姑が加入して

いたので嫁を　r山の神講j　に誘ったそうであるが,

未だ加入していない。

このようにみてくると,誰は基本的には部落の集

団であるといえるし,家が結合してつくられている

といえる。代がわりをしつつも集団に加入している

ことが,家の集団であることをものがたっている。

しかし,そうしたなかにあって「改造頼母子講」や

r親和会」,r観音講」には新しく加入する人もみられ

こうした集団が親睦をはかる場にすぎなくなってお

り,家を結合させておく基盤がすでに崩壊している

ことを窺わせている。

そのほかに,女性にはr愛育会」「防火クラブ」な

ど行政指導でつくられたものがあるが,これらは家

の集団とはいえないことはいうまでもない。また男

性の「消防団」は,部落の集団という性格をもって

mr

講が如上のように,基本的には地縁に媒介された

家の集Eflだとすれば,冠婚群舞のつきあいはどのよ

うになっているのだろうか。この点をみておこう。

まず, ⑤がおこなっている氏神神社の乗りをとり

あげてみよう..'昭和35年以前においては.別家6軒
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こには,地域変動の激しい部落にあっては,村落は

いかなるものとして,またいかなる方法によってと

らえられるのかといった問題意識があった。

こんにちの幾家の鹿業経営は鹿家経営とでもいえ

るように,農家個々がそれぞれに生産関係を結んで

いるのが一般的である。下宿においては,農家個々

が家の事情に即していくつかの鹿家経営の型を示し

ていたが,それは階層ごとに特質を有していた。そ

して,下宿の部落会は行政的には末端組織としてま

とまりをもたされているが,それ以外では個々の家

(家族経営体)の単なる集合にすぎないことがわかる。

下宿の場合,山林は部落有ではないし,農道も舗装

されているので道普請はないが,用水の清掃tzけは

農家全戸が出役している。

家の生活関係は,契約講をはじめとして冠婚葬祭

上のつきあいをみてみたわけであるが,下宿の場合

非鹿家の一部が鹿家と一緒につきあいをもっていた。

なかでも,契約論は家長には巌粛な意識をもってと

らえられ,一体感をっくり出す場を有していた。そ

のほかの姑や嫁,家長もしくはあととりといった続

柄が構成している講は,世襲的である点において家

の関係といえるものの,一部には個人どうしの関係

もつけ加わっていることがみられた。冠婚葬祭上の

つきあいは,近隣および「シンセキ」の人々と呼び

あっている点で家の関係といえるが,これにも一部

個人的関係がみられた。

こうした家の生活関係は,基本的にはこんにちの

農家の農家経営に規定されているといえる。しかし,

下宿を事例にとってみてきたように,生産関係が生

活関係の一部をなしていると考えられる。すなわち,

農機具の共同や幾作業の共同,受委託関係等にみら

れた本別家関係や旧地主′ト作関係,トナリ関係は,

「シンセキ」や近隣の関係といってよいものである。

また,田がトナリあう関係や同じ部落の家が経営してい

る会社に勤めに行くといった関係は,基本的には個

人的関係といえるが,これとても地縁性に媒介され.

たものであって,地縁性に基づいた生活関係の一部

と考えられる。このように,下宿における農家の農

家経営は家の生活関係に支えられており,またその

意味において,家の生活関係を通して初めて農家経

営がおこなわれているといえようo

表11 ⑳の法事に呼ばれた家

(S. 56最初の法事)

千
注)近隣は下宿を二分する小字の範閲をさしている.

(昭和57年5月現在.開きとり)

いう。呼ばれている家の関係をみると,近隣の家と

「シンセキ‡つここでは「シンセキ」と呼んでいる)

の家がほとんどであることに気がっく。この二種類

の家が呼ばれることは披露宴やお七夜でも同じであ

る。ただ,披露宴には公職者が呼ばれる点で違いが

ある。また,披露宴では新郎,新婦の個人的につな

がりのある人が呼ばれる形が多くなっているし,法

事でも初めは故人と親しかった人が呼ばれる事態が

みられる。

以上のようにみてくると,冠婚葬祭において呼ば

れている家は,基本的には呼びあっている家である。

そして,そうした呼びあっている家は近隣の家と

「シンセキ」の家が大半である。その意味において

は,冠婚葬舞のつきあいは基本的には家の関係とい

える。 「精神言軌　に本人の希望で参加するようにな

った人も,近くの家の人である(地縁性に媒介され

ている)点が注目される。

VI　むすびにかえて

以上,下宿において村落がどのようになっている

のかを,島家を家族経営体ととらえつつ部落会との

関連,および家の生活関係との関連をみてきた。そ
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人は2人しか加わっておらず,ほとんどが上宿の

若者で構成している。こうした事情により,下宿

には独自の村杜がなく,現在⑤の氏神神社のみが

ある(神社や水の共同は歴史的に大きくその意味

を変える点を想起されたい)。このため,下宿にお

いては氏神祭紀のみをもってしては村落をとらえ

ることができない点に注意されたい。

5)下宿では,家のつきあいで「シンセキ」のつき

あいをしているという言い方をしている。 「シン

セキ」には,本別家関係はもちろんのこと姻戚関

係も数代前までも含んでいる(かつての姻戚関係

は,同じくらいの経済生活をしている農家どうL

で組まれていた)。

なお,本別家関係について一言触れておくと,直

接の本家以外には別家が正月や盆に挨拶に行くこ

とはない。それゆえ,「シンセキ」どうLや近隣の

家々で互いに正月や盆に行き来することはないと

いう。盆に線香をあげに墓詣りをした時,「シンセ

キ」の墓もお詣りするくらいになっている。

(付　記)
本調査を実施するにあたって,下宿の人々にたい

へんお世話になった。記して感謝申し上げたい。な

お,執筆に当って,多々良・佐藤の両名が討論を行

なったが,執筆責任は佐藤康行が負っている。
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以上から,つぎのように結論できると思われる。

すなわち.下宿においては,村落は水や山林等の共

同作業,および,それに伴う規制からとらえること

も,部落会としてとらえることもできない。下宿

の場合は,村落は家の生活関係の累積体として初め

て理解されうるのである。水の共同と契約講とが家

の生活関係にあって,最も基底をなすものであるこ

とはいうまでもないが,それだけからでは廉家経営

のあり方を充分に把握しえないことは明らかであり,

まさにその意味において,村落を家の生活関係の累

積体として把握する意義があるのである。

注

1)泉家の階層区分の指標として,農家の家計に占

める魚業収入等いくつかの指標があるわけである

が,ここでは経営規模の相違による経営形態の相

違に指標をとっている。

2)本稿では,家を生産と生活とが一体になった家

族経営体として考えている。

3) 「ゆたかで住みよい地域をみんなの手で」 (坐

活環境改善対策事業三年間のあゆみ),宮城県古

川旗業改良普及所・三本木町,五頁。

4)若宮神社が上宿にあるが,これは村社であるば

かりでなく郷杜でもあり,新沼地区の人々が氏子

になっている。また,氏子総代は上宿と下宿とが

半々でだしあっているが,氏子青年会には下宿の


